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　ルイ14世の治世は1643年に王位を継承してから1715年の死までフランスの歴史の中で最も長い。対外的な行動力と内政において当時のヨーロッパにおいても頂
点を極めていた。そしてその功績は現在もパリの至る所に記されている。 
　フランス史的にはその政治的手腕が語られるが、ルイ14世の絶対王政確立にはリシュリューのアカデミー・フランセーズ設立に始まる文化政策が欠かせない。
その一つが演劇であり、ライヴ・パフォーマンスである。それは国王の凱旋のパレードであり、ルイ14世の宮廷バレエであり、ヴェルサイユ宮殿での祝祭であ
り、劇場に見立てた国王の居室である。 
　またルイ14世を始めとする貴族たちを楽しませた劇作家たちを忘れてはならない。その一人がモリエールである。モリエールは喜劇の父、古典ラテン喜劇作家
プラウトゥスとテレンティウスの再来を称された劇作家であり、彼の作品はパレ・ロワイヤル劇場で初演されるか、宮廷で初演された後にパレ・ロワイヤル劇場
で公開された。モリエールの他にも古典ラテン喜劇作家の影響を受けた作品は上演されていた。彼らの作品がどのような評価を得たかを知ることは、つまりその
ままプラウトゥスとテレンティウスの評価にもつながる。 
　プラウトゥスとテレンティウスの17世紀における教育、翻訳、演劇論と劇作法の三視点からの考察はすでに報告者によってなされている。本研究は、そこに歴
史的流れの中での位置づけという視点を付与し、その評価を検証することにある。それにより、演劇の政治性、政治の芸術性が明らかになり、ルイ14世の治世に
おける演劇及び古典ラテン喜劇作家の位置づけの全体像が浮き彫りになる。同時に分野を超えたより俯瞰的なコーパスを提供することができる。 
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フランス喜劇　モリエール　古典ラテン喜劇　ルイ14世

３．研究課題名

区分 （3）やや遅れている。
理由
　1643年ルイ14世が国王の座につき、絶対王政への道が確立していく。しかし実際にルイ14世が親政を開始したのは1661年のことであった。スペインの王女マ
リー・テレーズとの婚姻、王太子の誕生そして精力的な対外政策を取り、自身の居城ヴェルサイユ宮殿を造っていく。そのなかで、定期刊行物が刊行されてい
く。それが1611年創刊の『ル・メルキュール・フランセ』であり、1631年創刊の『ガゼット』であり、1665年創刊の『ジュルナル・デ・サヴァン』である。それ
らの創刊時は、国王の認可を得ていたただ一つの常設劇場ブルゴーニュ座だけでなく、マレー座、パレ・ロワイヤル劇場と複数の劇場がありフランス演劇が確立
し始めていた。それ故、誰かの書簡ではなく、メモワールでもないこれらの刊行物からは客観的な情報が得られると想定していた。 
　しかし、これらの刊行物はルイ14世の治世と国内外の出来事を紹介するものであった。リシュリューの命で創刊した『ガゼット』は諸外国、フランス、宮廷
の、特に政治や外交に紙面が割かれていた。『ジュルナル・デ・サヴァン』は様々な分野を包括した学術誌で、例えば演劇の興行についての記述はない。たとえ
ルイ14世の絶対王政確立に不可欠な要素であり、政治性を持っていたとしても演劇についての記述はこれらの刊行物にはなかった。ただし政治的な意味を持つル
イ14世主催のヴェルサイユの祝祭についての記述は『ガゼット』に記されていた。そして1664年と1668年の祝祭を請け負ったのはモリエールである。そこでヴェ
ルサイユの祝祭及びその機会に上演される演劇に政治性を見ることができること、またそこに古典ラテン喜劇作家から受け継いだ「喜劇」の本質があるからこそ
であるという仮説が立てられる。しかしその仮説を明らかにすることまで至らなかった点において当該年度の進捗状況はやや遅れていると言わざるを得ない。 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実施状況報告書（研究実施状況報告書）（平成２９年度）

機関番号

所属研究機関名称
３２６０４

研究
代表者

（1／3）



日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。
【研究代表者・所属研究機関控】

１版

９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（平成２９年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計3件（うち査読付論文　0件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　2件）

2018年

2018年

なし 無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

「ヘラクレスに象徴されるルイ14世」

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
『人文学報』 309-325

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
榎本恵子 第514-15号

 ２．論文標題  ５．発行年

なし 無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

「モリエールのドラマツルギー～Defi f挑戦～『タルチュフ』と『ドン・ジュアン』」

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
『コミュニケーション文化論集』 61-80

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

今年度、旅費（出張時の航空券代、宿泊費等）が廉価に抑えられたため次年度使用額が生じた。これらは次年度の出張費、人件費・謝金等の費目に充てる予定で
ある。

 １．著者名  ４．巻
榎本恵子 第16号

 ２．論文標題  ５．発行年

８．今後の研究の推進方策
　『メルキュール・ガラン』創刊以前を対象にした当該年度の研究対象年代は絶対君主制が確立するまでの記録と捉えることができるだろう。アポストリデスが
提唱するようにルイ14世が踊るのを止めた時期と絶対君主制確立の時期が重なる。またそれはルイ14世の為政者としての意識が変わる二度目の過渡期にあたる。
一方、喜劇はモリエールの死後もその意思は受け継がれ、プラウトゥスとテレンティウスの影響はその後の喜劇作品の中にも息づいている。文化的な記録を見る
ことができる『メルキュール・ガラン』にはどのように記されているのか検証していきたい。 
　まずは当該年度の仮説が実証できるのか再検証し、モリエールの死後の彼の意思を継ぐ劇作家たちの評価へとその検証・考察を進めていく。そして18世紀へと
続いていくモリエールと古典ラテン喜劇作家の受容へとつなげていきたい。並行して、ルイ14世の治世における演劇の意味も併せて考察していきたいと考えてい
る。
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2018年

〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

なし 無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

「17世紀フランス王太子の教育にみる古典ラテン喜劇作家の位置づけ」

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
『人間生活文化研究電子ジャーナル』 －

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
榎本恵子 印刷中

 ２．論文標題  ５．発行年
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